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DOC‐S Ver.2.0 新機能を用いた比較

部材中間節点の生成部材中間節点の生成

・比較の目的比較の目的

部材中間節点の有無で、終局時応力状態がどのように変わる
かを比較する。

・プログラムの対応

露出柱脚 根巻柱脚 ブレ スと他の部材との接合位置を対露出柱脚、根巻柱脚、ブレースと他の部材との接合位置を対
象に中間節点を作成することで、正確な応力状態が得られます。

・比較対象
解析モデル 節点振り分け法と平面ＭＮモデル
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【操作】

メニュー：構造計算共通条件‐>モデル化‐>モデル化条件



DOC‐S Ver.2.0 新機能を用いた比較

部材中間節点の生成部材中間節点の生成

中間節点生成あり 中間節点生成なし

平
面
ＭＭ
Ｎ
モ
デ
ル

Ｑｕ＝182.4kN Ｑｕ＝338.1kN

節
点
振振
り
分
けけ
法

Ｑｕ＝142.3kNＱｕ＝170.5kN



DOC‐S Ver.2.0 新機能を用いた比較

パネルゾーンのせん断変形考慮パネルゾ ンのせん断変形考慮

・比較の目的

パ 変 考慮 有無 終 時 態 靭性指パネルのせん断変形考慮の有無で、終局時応力状態・靭性指
標図・Ｉｓ値がどのように変わるかを比較する。

・プログラムの対応
パネルゾーンのせん断変形考慮により以下の対応を行う。

考慮しない[デフ ルト]1.考慮しない[デフォルト]
パネルの曲げ耐力が周囲の部材耐力和よりも小さい場合は
パネルの曲げ耐力を上限値として周囲の曲げ耐力を一律にパネルの曲げ耐力を上限値として周囲の曲げ耐力を 律に
低減。まれに低減しすぎて長期応力よりも小さくなる弊害が
あります。

2.考慮する
パネルの剛性・耐力が応力計算/保有計算に直接考慮される。
→方法は異なるが パネルの曲げ耐力は常に考慮する
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【操作】

メニュー：構造計算共通条件‐>モデル化‐>モデル化条件

→方法は異なるが、パネルの曲げ耐力は常に考慮する。



DOC‐S Ver.2.0 新機能を用いた比較

パネルゾーンのせん断変形考慮パネルゾ ンのせん断変形考慮

・考慮しない場合[デフォルト]

低減率低減率

a)メカニズム時応力図 b)靭性指標図)

※ 節点の靭性指標計算方法を「塑性変形性状を考慮」とすることで、応力図のヒンジ
状態と靭性指標が一致しました。
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DOC‐S Ver.2.0 新機能を用いた比較

パネルゾーンのせん断変形考慮パネルゾ ンのせん断変形考慮

・考慮する場合

a)メカニズム時応力図 b)靭性指標図)

※ 節点の靭性指標計算方法を「塑性変形性状を考慮」とすることで、応力図のヒンジ
状態と靭性指標が一致。さらに靭性指標図だけで決定要因がわかりやすくなった。

19



DOC‐S Ver.2.0 新機能を用いた比較

パネルゾーンのせん断変形考慮パネルゾ ンのせん断変形考慮

Ｑｕ上昇要因
下式のパネルの曲げ応力(pM)計算式において柱のせん断項分が抵抗しているため。
pＭ＝ＧＭＲＦ＋ＧＭＬＦ－(ＣＱＴＦ+ＣＱＢＦ)×ｄＧ/2 （Ｓ接合部指針）
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p ( )
ＧＭＲＦ、ＧＭＬＦ：右端、左端のはりのパネル端位置での曲げモーメント
ＣＱＴＦ、ＣＱＢＦ：上端、下端の柱のパネル端位置のせん断力
ｄＧ ：フランジ中心間距離


